
に
、
関
係
者
の
処
分
も
厳
正
に
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
職
員
が
在
任
期
間
中
に

課
題
を
必
ず
解
決
し
、
職
責
を
全
う
す

る
と
い
う
責
任
感
と
自
覚
の
徹
底
に
努

め
、
問
題
を
早
期
解
決
で
き
る
組
織
と

な
る
よ
う
積
極
的
な
取
組
を
行
っ
て
い

く
。

市
政
に
お
け
る
政
治
的
不
公
正

や
不
正
に
対
し
て
厳
し
く
批
判

し
、
不
祥
事
の
根
絶
を
求
め
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
向
に
改
善
の
兆
し

が
な
い
。
事
件
の
背
景
に
は
、
市
政
と

業
者
と
の
構
造
的
癒
着
を
生
み
出
す
体

質
が
根
深
く
存
在
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
の
構
造
的
な
癒
着
を

断
ち
切
れ
ず
、
メ
ス
を
入
れ
ら
れ
な
い

市
長
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

職
員
の
不
祥
事
は
、
市
政
へ
の

市
民
の
信
頼
を
一
瞬
に
し
て
失

わ
せ
る
な
ど
、
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
も

の
だ
。
今
回
の
一
連
の
事
件
に
関
し
、

直
ち
に
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
問
題

点
の
分
析
・
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

倫
理
条
例
の
趣
旨
徹
底
や
不
正
・
不
法

行
為
を
介
在
さ
せ
な
い
公
共
工
事
の
発
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意 見 書・決 議 
［要　旨］ 

意 見 書・決 議 
［要　旨］ 

9月定例会では、意見書8件

と決議2件を可決しました（審議

結果は4面参照）。

意見書については、内閣総理

大臣など、関係機関に提出しま

した。

日朝国交正常化交渉と「拉致事件」

の真相究明を求める意見書

国は、日朝国交正常化交渉にはき

然とした態度で臨むことはもちろん

のこと、拉致事件に関しては、被害

者の家族の心情に最大限配慮しつ

つ、生存者の早期帰国実現など、真

相究明と早期解決を求め、国民及び

全世界に日本の外交の信念を明確に

示すこと。

森林・林業・木材関連産業政策の

確立を求める意見書

国は、次のことを早急に実現する

こと。

１ 森林資源育成のため、新たな森

林整備への支援策を講じること。

２ 校舎の新築など公共施設への地

域材の利用に向け、森林・林業基

本計画の推進を図ること。木材価

格の安定に向け、支援策を確立す

ること。

３ 恒常的林業労働者の確保に向

け、新たな予算措置を講じること。

安全で快適な学校を目指し

施設改善を求める意見書

学校施設は、児童・生徒の大切な

学び舎であるとともに、地域の貴重

な防災拠点になっている。子どもた

ちの安全を図るため、また学習環境

をより快適にするため、国は、耐震

化対策及び冷暖房施設の整備につい

て必要な対策とそのための予算を最

優先して確保すること。

税制上の軽減措置等

「ヒートアイランド対策」の

推進を求める意見書

国は、次の施策について積極的に

取り組むこと。

１ ヒートアイランド現象のメカニ

ズムの解明を行い、必要な対策を

早急に実施すること。

２ 都市の緑地保護にかかわる税制

上の軽減及び支援措置を講じ、ま

た地方自治体の森林再生事業等に

対し、財政的支援策を講じること。

３ ビルなどの省エネルギーや環境

保全対策を強化すること。

４ 河川や水辺の保全・創出を図る

とともに、透水性・保水性舗装の

普及を推進すること。

少子化社会対策基本法の早期

成立を求める意見書

現在、少子化対策が進められてい

るが、今後は雇用の促進・充実、労

働条件の整備、福祉、教育分野にわ

たる総合的な少子化対策が着実に推

進されるべきである。国は、少子化

社会対策基本法の成立を早期に実現

すること。

奨学金制度の拡充を求める

意見書

国は、次の施策の早期実現を図る

こと。

１ 大学、短大、専門学校生への奨

学金制度の抜本拡充

２ 入学資金についても奨学金の対

象とする制度の創設

３ 海外留学希望者への奨学金の創

設

４ 留学生・就学生の学習奨励費の

拡充

青少年が健全に育つ社会環境

形成に関する基本法の制定を

求める意見書

近年、青少年を取り巻く環境は、

有害な情報にあふれている。これま

で、児童買春ポルノ禁止法の制定な

どが行われているが、その実効性に

は疑問がある。国は、青少年が健や

かに成長する社会環境の形成に関す

る基本法を早期に制定すること。

個人情報保護法の早期制定を

求める意見書

デジタル・ネットワーク社会の急速

な進展の中、個人情報の漏えいや不

正使用が社会問題となっている。国

は、基本的人権の遵守、言論・報道

の自由などに配慮し、徹底して個人

の情報が守られるよう、個人情報保

護法の成立を早急に実現すること。

元市幹部職員の続発する不祥事に

関する決議

職員の不祥事が相次いだことは、市

民の信頼を裏切るなど、誠に遺憾な事

態である。市長は、綱紀粛正や公務

員倫理の徹底を図るとともに、再発防

止のために設置した対策委員会で、更

なる調査と原因究明を進め、公正職務

執行委員会（仮称）の設置などの再発

防止策を速やかに実施すること。

京都民医連中央病院の検査虚偽報

告及び不正請求に関する徹底究明

を求める決議

この度の京都民医連中央病院によ

る背信行為は、患者との信頼を損な

い、その生命をも脅かす重大な犯罪

行為と言わざるを得ない。市は医療

面における原因の究明はもとより、

市民の医療に対する不安・不信感を

払しょくし、信頼を回復するための

徹底した取組を全力で行うこと。

西
京
区
内
の
公
園
の
実
態
調
査
を

実
施
し
た
結
果
、
遊
具
の
不
具
合

な
ど
の
指
摘
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

気
軽
に
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
で
き
る
公
園

や
、
特
色
の
あ
る
公
園
を
求
め
る
声
が

多
く
あ
っ
た
。
新
た
な
公
園
の
構
築
に

向
け
、
市
の
す
べ
て
の
公
園
の
実
態
調

査
を
行
い
、
公
園
創
造
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
な
ど
、
市
民
の
た
め
に
公
園
の
創

造
を
図
る
べ
き
だ
。

公
園
緑
地
は
、
人
々
に
安
ら
ぎ

と
潤
い
を
与
え
、
ス
ポ
ー
ツ
の

場
や
防
災
上
の
拠
点
と
し
て
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠

な
施
設
で
あ
る
。
三
山
の
保
全
・
活
用
や

淀
城
跡
公
園
再
整
備
の
具
体
化
な
ど
、

特
色
あ
る
公
園
づ
く
り
を
盛
り
込
ん
だ

新
た
な
中
期
整
備
計
画
を
今
年
度
中
に

策
定
す
る
。
そ
の
際
、
公
園
の
現
状
や

周
辺
住
民
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

観
光
は
21
世
紀
の
世
界
経
済
の

根
幹
を
成
す
と
、
世
界
観
光
機

関
が
予
測
し
て
い
る
。
世
界
の
観
光
客

を
京
都
に
招
き
寄
せ
る
こ
と
は
、
非
常

に
重
要
だ
。
こ
れ
か
ら
の
世
界
の
観
光

の
在
り
方
を
論
議
し
て
い
く
場
と
し
て

世
界
観
光
都
市
サ
ミ
ッ
ト
を
誘
致
し
、

京
都
で
開
催
す
る
の
は
ど
う
か
。

国
際
観
光
客
が
大
幅
に
増
加
す

る
将
来
予
測
の
下
、
国
際
観
光

都
市
が
京
都
に
集
ま
り
、
議
論
し
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
は
、
国
際

文
化
観
光
都
市
・
京
都
を
世
界
に
力
強
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
京
都
の
観

光
振
興
に
と
っ
て
誠
に
有
意
義
で
、
か

つ
、
市
民
の
意
識
の
高
揚
が
期
待
で
き

る
。
姉
妹
都
市
な
ど
と
連
携
し
た
取
組

や
、
国
際
観
光
交
流
促
進
に
関
す
る
国

際
会
議
の
誘
致
な
ど
、
そ
の
具
体
化
に

向
け
様
々
な
手
法
を
含
め
て
、
幅
広
く

研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
は
、
技
術
的
、
制
度

的
、
倫
理
的
に
も
個
人
情
報
保
護
対
策

に
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
現

状
と
取
組
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
も
っ

と
市
民
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
、
シ

ス
テ
ム
の
活
用
方
法
を
検
討
す
べ
き
だ
。

高
度
情
報
技
術
の
活
用
に
お
け

る
個
人
情
報
保
護
対
策
は
極
め

て
重
要
で
あ
り
、
市
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
万
全
を
期
し
て

い
る
。
８
月
５
日
の
シ
ス
テ
ム
の
運
用

開
始
に
際
し
て
も
、
個
人
情
報
保
護
審

議
会
へ
の
付
議
や
職
員
研
修
の
充
実
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
高
度

情
報
化
時
代
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
在
り

に
見
守
っ
て
い
く
。
市
の
国
保
や
老
人

保
健
財
政
は
、
中
長
期
的
に
は
給
付
費

な
ど
の
増
加
か
ら
、
厳
し
い
も
の
に
な

る
と
見
込
ま
れ
る
。
市
民
の
安
心
の
基

盤
で
あ
る
医
療
保
険
制
度
を
将
来
に
わ

た
っ
て
着
実
に
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
保
険
者
の
統
合
・
再
編
な
ど
の
更

な
る
抜
本
的
改
革
や
財
政
支
援
の
強
化

が
必
要
で
あ
り
、
国
に
対
し
早
期
実
現

を
引
き
続
き
強
く
求
め
て
い
く
。

来
年
度
か
ら
3
年
間
の
介
護
保

険
料
の
設
定
に
当
た
り
、
今
年

度
ま
で
の
時
限
措
置
で
あ
る
低
所
得
者

に
対
す
る
減
免
制
度
を
継
続
す
る
か
ど

う
か
を
含
め
て
議
論
し
て
い
る
と
思
う

が
、
市
を
取
り
巻
く
経
済
情
勢
は
む
し

ろ
悪
化
し
て
い
る
。
低
所
得
者
の
た
め

の
介
護
保
険
料
減
額
制
度
の
継
続
実
施

と
制
度
の
拡
充
が
必
要
だ
。

低
所
得
者
対
策
は
、
本
来
、
全

国
的
な
基
準
に
よ
り
介
護
保
険

制
度
の
枠
の
中
で
適
切
に
講
じ
ら
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
昨
年
９
月
の

市
会
与
党
各
会
派
の
総
意
に
よ
る
市
独

自
の
低
所
得
者
対
策
に
つ
い
て
の
要
望

を
強
く
受
け
止
め
、
直
ち
に
15
年
３
月

ま
で
の
時
限
的
措
置
と
し
て
実
施
し

た
。
真
に
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
市
民

に
対
し
て
は
、
来
年
度
以
降
に
つ
い
て

も
現
在
の
減
額
制
度
の
継
続
と
合
わ
せ

て
、
適
用
基
準
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す

る
法
制
度
の
整
備
は
幾
分
進

ん
だ
が
、
精
神
障
害
者
に
掛
け
ら
れ

る
国
や
市
の
予
算
は
、
ほ
か
の
障
害

者
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
少
な
い
。

精
神
障
害
者
や
そ
の
家
族
が
、
安
心

し
て
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め

の
取
組
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
る
べ
き

だ
。

11
年
に「
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、
全
力
を

挙
げ
て
精
神
保
健
福
祉
施
策
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
今
年
度
策
定
す
る
次
期
プ

ラ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
継
承
す

る
と
と
も
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
障
害
特

性
を
十
分
に
踏
ま
え
た
身
体
・
知
的
・
精

神
の
３
障
害
を
統
合
し
た
計
画
と
し
て

策
定
し
、
総
合
的
か
つ
横
断
的
な
取
組

そ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

○
学
校
施
設
の
地
域
へ
の
開
放
　
　
　
　
　
　
　
（
自
民
党
）

○
公
営
交
通
と
し
て
の
市
バ
ス
の
堅
持
　
　
　
　
（
共
産
党
）

○
地
震
に
関
す
る
情
報
提
供
と
災
害
弱
者
対
策
　
（
民
主
・
都
）

○
介
護
保
険
料
減
額
制
度
の
継
続
と
拡
充
　
　
　
（
公
明
党
）

を
進
め
て
い
く
。
今
後
と
も
、
精
神
に

障
害
の
あ
る
市
民
や
そ
の
家
族
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
最

大
限
の
努
力
を
払
っ
て
い
く
。

指
定
都
市
の
う
ち
、
上
下
水
道

料
金
ど
ち
ら
も
減
免
制
度
が
な

い
の
は
京
都
市
だ
け
で
あ
る
。
長
引
く

不
況
で
市
民
生
活
が
厳
し
く
な
る
中
、

低
所
得
者
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯
、
高

齢
者
世
帯
、
母
子
父
子
世
帯
、
福
祉
施

設
な
ど
に
対
し
、
福
祉
の
施
策
と
し
て

減
免
制
度
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。

生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は
、

生
活
保
護
制
度
に
お
い
て
、
上

下
水
道
料
金
を
は
じ
め
、
最
低
限
度
の

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用

は
、
生
活
扶
助
基
準
に
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
中
で
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
低
所
得
者
世
帯
や
高
齢
者
世
帯

な
ど
へ
の
減
免
制
度
は
、
市
の
極
め
て

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
、
実
施
は
困

難
で
あ
る
。
社
会
福
祉
施
設
を
対
象
と

し
た
減
免
制
度
は
、
昨
年
度
の
料
金
改

定
に
際
し
、
一
定
期
間
料
金
を
据
え
置

く
経
過
措
置
を
行
っ
た
。

自民党＝自由民主党京都市会議員団、共産党＝日本共産党京都市会議員団
民主・都＝民主・都みらい京都市会議員団、公明党＝公明党京都市会議員団（ ）

（

）

住
基
ネ
ッ
ト
の
個
人

情
報
保
護
と
活
用
策

自民党

方
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

個
人
情
報
の
保
護
を
第
一
に
、
市
民
が

利
便
性
を
実
感
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
し
た
検
討
を
通
じ
、
電
子
自

治
体
の
早
期
実
現
に
努
め
て
い
く
。

京
都
市
税
制
研
究
会
に
よ
る

「
市
税
の
軽
減
措
置
の
見
直
し

に
関
す
る
提
言
」は
、
年
間
20
億
円
を
超

え
る
減
免
措
置
の
全
面
的
な
見
直
し
な

ど
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
低
所

得
者
に
増
税
を
押
し
付
け
る
も
の
で
あ

る
。
市
は
軽
減
措
置
の
見
直
し
と
廃
止

を
絶
対
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

市
税
制
研
究
会
か
ら
負
担
の
公

平
と
い
う
租
税
の
大
原
則
を
踏

ま
え
、
市
税
の
軽
減
措
置
の
う
ち
経

済
・
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
今
日

で
は
不
公
平
と
考
え
ら
れ
る
も
の
な
ど

（

）

市
税
の
軽
減
措
置
の

継
続

共産党

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
よ
う
提
言
を

受
け
た
。
軽
減
措
置
に
よ
る
税
負
担
の

ゆ
が
み
や
不
公
平
を
放
置
す
る
こ
と

は
、
市
民
の
市
税
に
対
す
る
信
頼
を
失

わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
度
の
提
言
を
真
し
に

受
け
止
め
、
そ
の
実
現
に
取
り
組
む
こ

と
が
市
の
責
務
で
あ
る
と
確
信
し
て
い

る
。

今
回
の
職
員
の
収
賄
事
件
な

ど
に
関
し
、
公
共
事
業
の
在

り
方
を
め
ぐ
り
、
組
織
・
制
度
上
の
問

題
を
点
検
し
再
発
防
止
に
万
全
を
期

す
べ
き
だ
。
ま
た
市
営
住
宅
家
賃
の

長
期
滞
納
な
ど
の
問
題
で
、
過
去
に

さ
か
の
ぼ
り
歴
代
の
職
員
の
責
任
を

問
う
の
は
難
し
い
と
思
う
が
、
問
題

が
膨
れ
上
が
る
前
に
手
を
打
て
る
方

策
を
検
討
す
べ
き
だ
。

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
不
正
・

不
法
行
為
を
介
在
さ
せ
な
い
公

共
工
事
発
注
の
仕
組
み
の
確
立
、
具
体

的
に
は
す
べ
て
の
工
事
の
予
定
価
格
の

事
前
公
表
な
ど
、
抜
本
的
な
再
発
防
止

策
を
早
期
に
取
り
ま
と
め
る
と
と
も

（

）

健
康
保
険
法
改
正
に

よ
る
影
響

共産党

（

）

精
神
障
害
者
福
祉
施
策

の
推
進

民主・都

（

）

新
た
な
公
園
の
構
築

公明党

（

）

世
界
観
光
都
市

サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致

自民党

（

）

上
下
水
道
料
金
の

福
祉
減
免
制
度
の
創
設

共産党

（

）

介
護
保
険
料
減
額
制
度

の
継
続
と
拡
充

自民党

9月11・12日の本会議では10人の議員が各会派を

代表して、市政の各般にわたって市長や関係理事者に

質問を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。

9月11・12日の本会議では10人の議員が各会派を

代表して、市政の各般にわたって市長や関係理事者に

質問を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。 ※

※
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

組
織
内
で
の
情
報
の
取
扱
い
や
、
不

正
ア
ク
セ
ス
な
ど
外
部
か
ら
の
脅
威
に

対
す
る
対
応
を
定
め
た
基
本
方
針

（

）

不
祥
事
の
構
造
的
体
質

の
根
絶

共産党

注
の
仕
組
み
な
ど
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
不
祥
事
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
早
期

に
再
発
防
止
策
を
取
り
ま
と
め
て
い

く
。

電
子
入
札
の
導
入
は
、
契
約
事

務
の
効
率
化
、
談
合
な
ど
の
不

正
行
為
の
抑
止
、
参
加
業
者
の
拡
大
な

ど
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
と
さ
れ
て

い
る
。
度
重
な
る
入
札
に
関
す
る
不
祥

事
が
起
き
た
が
、
公
共
工
事
に
対
す
る

市
民
の
不
信
感
を
払
し
ょ
く
し
、
公
平

性
と
透
明
性
を
確
保
し
、
事
務
部
門
の

効
率
化
を
図
る
た
め
に
も
、
早
期
に
試

行
実
施
を
含
め
、
導
入
す
べ
き
だ
。

電
子
入
札
は
、
入
札
の
公
平
性
、

透
明
性
、
競
争
性
を
高
め
、
不

正
行
為
の
排
除
に
も
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
そ

の
導
入
に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
て
お

り
、
19
年
度
に
本
格
的
に
実
施
す
る
。

そ
れ
ま
で
の
間
に
お
い
て
も
大
規
模
工

事
な
ど
公
共
工
事
の
一
部
に
電
子
入
札

を
先
行
導
入
し
、
入
札
制
度
の
改
善
と

公
共
工
事
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
向
上

に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

（

）

職
員
の
不
祥
事
の

再
発
防
止

自民党

（

）

電
子
入
札
の
導
入

公明党

梅小路公園

二
条
城
400
周
年
、
動
物
園
100
周

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎

え
、
市
民
に
こ
れ
ら
の
施
設
の
良
さ
を

再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
。

来
年
の
記
念
事
業
の
取
組
の
一
つ
に
施

設
の
無
料
開
放
を
加
え
て
は
ど
う
か
。

15
年
に
二
条
城
は
築
城
400
年
、

動
物
園
は
100
周
年
、
美
術
館
は

70
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え

る
。
こ
れ
ら
の
文
化
施
設
が
節
目
の
年

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
入
場
料
を
無
料

に
す
る
日
を
設
け
、
市
民
や
観
光
客
に

開
放
す
る
こ
と
は
、
文
化
施
設
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
施

設
建
設
当
時
の
先
人
た
ち
の
気
概
や
、

施
設
が
刻
ん
で
き
た
歴
史
に
思
い
を
は

せ
る
機
会
を
つ
く
る
貴
重
な
提
案
で
あ

り
、
実
現
す
る
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ

り
、
多
く
の
市
民
や
国
内
外
の
観
光
客

に
来
て
い
た
だ
き
、
京
都
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
。

将
来
の
職
業
的
な
自
立
を
目
指

し
つ
つ
、
養
護
学
校
の
高
等
部

を
希
望
す
る
生
徒
が
、
今
後
、
増
加
す

る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。
雇

用
を
め
ぐ
る
厳
し
い
状
況
の
下
、
企
業

就
職
を
目
指
す
生
徒
の
希
望
や
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
、
養
護
学

校
高
等
部
も
思
い
切
っ
た
見
直
し
と
新

た
な
取
組
を
す
べ
き
だ
。

16
年
４
月
に
働
く
た
め
の
幅
広

い
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
新
た
な

職
業
学
科
と
し
て
、
白
河
養
護
学
校
普

通
科
を
製
造
・
加
工
を
中
心
と
し
た
産

業
総
合
科
に
改
編
す
る
と
と
も
に
、
鳴

滝
養
護
学
校
高
等
部
に
生
活
衛
生
関
連

の
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
生
活
産
業

科
を
新
設
す
る
。
今
後
、
働
く
意
欲
を

高
め
、
よ
り
自
立
的
に
生
き
る
力
を
育

成
す
る
職
業
教
育
を
構
築
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
企
業
な
ど
へ
の
就
職
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
は
、
小
学
校
一
年
生
が
教
室

で
騒
い
だ
り
し
て
授
業
が
で
き

な
い「
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
」を
防
ぐ
た
め
、

指
定
都
市
で
は
初
め
て
、
一
年
生
で
の

35
人
学
級
を
、
早
け
れ
ば
来
年
度
か
ら

導
入
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
将

来
的
に
は
二
年
生
も
含
め
た
35
人
学
級

の
導
入
に
向
け
、
決
断
願
い
た
い
。

少
人
数
教
育
に
つ
い
て
は
、
国

に
先
駆
け
、
12
年
度
か
ら
小
中

学
校
に
お
い
て
先
進
的
取
組
を
進
め
、

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指

導
に
よ
り
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。
少
人
数
学
級
の
実
現
に
向
け
て
、

校
長
・
教
職
員
や
保
護
者
の
期
待
と
要

望
が
高
ま
っ
て
い
る
。
教
員
定
数
や
学

級
編
成
は
根
本
的
に
は
国
の
制
度
だ

が
、
府
と
も
協
議
し
つ
つ
、
15
年
度
に

小
学
校
一
年
生
を
対
象
に
、
16
年
度
か

ら
は
二
年
生
に
も
拡
大
し
て
、
35
人
学

級
を
導
入
で
き
る
よ
う
、
条
件
整
備
を

行
う
。

多
く
の
市
民
の
余
暇
活
動
が

土
・
日
曜
日
や
休
日
に
集
中
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
く
て
も
場
所
の
確
保

が
大
変
難
し
い
。
増
え
続
け
る
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
、

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
を
含
め
、
利
用
時

間
の
工
夫
、
休
館
日
の
見
直
し
な
ど
、

市
が
所
管
す
る
既
存
施
設
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

今
年
７
月
に
プ
ー
ル
施
設
・
京

都
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
を
開
設
し
、

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
更
な
る
向
上
を
図
っ

た
。
ま
た
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
、
今
年
４
月
か
ら
市
体
育
館

の
休
館
日
を
廃
止
す
る
な
ど
、
市
民
の

「
ス
ポ
ー
ツ
ご
こ
ろ
」に
こ
た
え
る
た
め

の
創
意
工
夫
に
も
努
め
て
き
た
。
今
後

と
も
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
市
民
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
利
用
の
拡
大
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（

）

周
年
記
念
事
業
に
お
け

る
施
設
の
無
料
開
放

民主・都

（

）

養
護
学
校
高
等
部
教
育

の
拡
充

公明党

（

）

35
人
学
級
の
導
入

自民党

（

）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
有
効

活
用

民主・都

京
都
市
動
物
園

政
府
与
党
に
よ
る
健
康
保
険
法

の
改
正
に
伴
い
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
負
担
の
引
上
げ
や
老
人
医
療
費
の

値
上
げ
が
迫
り
、
市
民
に
大
変
な
心
配

が
広
が
っ
て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
や

老
人
保
健
・
老
人
医
療
な
ど
市
民
へ
の
負

担
、
市
へ
の
財
政
的
影
響
の
規
模
な
ど
、

実
態
を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
。

今
回
の
改
革
の
影
響
は
、
ほ
と

ん
ど
の
も
の
が
10
月
以
降
の
施

行
と
な
る
た
め
、
今
後
の
推
移
を
十
分


